
発　　行

北海道猿払村議会

編　　集

議会広報特別委員会

2019. 3. 1

156号

第４回定例会

　一般質問

　こんなことが決まりました

委員会活動等／議会のうごき

あなたの声を村議会に聞かせてください／議員コラム

･･･････････････････････････････････････ ②～③

･･･････････････････････ ④～⑥

･･･････････････････････････ ⑦

･････ ⑧

〇高齢者と議員とのふれあいひろば〇



村政を問う！
一般質問

村長—冬期間の村道の開放は非常に危険な
ので、近くの避難所に避難してもらいたい 議員　山 森 清 志

新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
活
用
に
つ
い
て

　

現
在
の
小
型
風
力
発
電
施
設

建
設
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
は
、

建
設
業
者
等
に
遵
守
を
求
め
て

い
る
が
、
建
設
段
階
で
の
把
握

が
困
難
で
あ
り
、
誰
が
何
処
に

建
設
す
る
の
か
を
把
握
で
き
る

様
な
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
改
定
や

条
例
制
定
も
検
討
す
べ
き
で
は

な
い
か
。こ

れ
ま
で
施
設
を
検
討

す
る
10
社
ほ
ど
に
説
明

を
行
い
景
観
、
騒
音
等
に
対
す

る
配
慮
を
求
め
て
い
る
。

　

今
後
条
例
制
定
で
は
な
く
必

要
に
応
じ
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の

見
直
し
や
更
な
る
遵
守
を
求
め

て
い
き
た
い
。

災
害
時
の
電
力
供
給
に

つ
い
て

　

大
規
模
災
害
等
に
よ
る
長
期

停
電
に
対
応
で
き
る
よ
う
村
内

の
発
電
施
設
か
ら
公
共
施
設
や

企
業
等
へ
電
力
を
直
接
供
給
で

き
る
仕
組
み
を
構
築
で
き
な
い

の
か
。

緊
急
時
に
お
け
る
発
電

施
設
か
ら
公
共
施
設
等

へ
の
電
力
供
給
は
、
電
線
整
備

等
で
膨
大
な
費
用
が
必
要
で
あ

り
、
現
状
で
は
困
難
で
あ
る
が

近
隣
自
治
体
も
同
様
な
問
題
を

抱
え
て
お
り
、
今
後
情
報
交
換

し
て
い
き
た
い
。

国
の
補
助
金
制
度
を

活
用
す
る
考
え
は

　

国
や
道
な
ど
で
制
定
し
て
い

る
電
力
の
地
産
地
消
に
対
す
る

国
や
道
の
補
助
金
制
度
を
活
用

し
て
、
今
後
の
取
り
組
み
に
必

要
な
調
査
を
検
討
す
る
べ
き
で

は
な
い
の
か
。

公
共
施
設
等
へ
独
自
で

発
電
能
力
を
持
た
せ
ら

れ
る
事
は
可
能
で
あ
る
と
思

う
。
行
政
と
し
て
職
員
共
々
今

後
勉
強
し
て
い
き
た
い
。

住
宅
施
策
に
つ
い
て　
　
　

　

入
国
管
理
法
改
正
案

が
国
会
で
可
決
さ
れ
、
外
国
人

労
働
者
の
受
け
入
れ
状
況
が
急

速
に
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。

産
業
振
興
住
宅
建
設
奨
励
金
で

企
業
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い

る
が
、
一
方
で
建
築
費
高
騰
の

た
め
産
業
振
興
住
宅
の
建
築
を

見
合
わ
せ
る
企
業
も
存
在
す

る
。
今
後
の
住
宅
不
足
を
想
定

し
、
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
等
の

活
用
を
検
討
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度

は
、
現
状
ほ
と
ん
ど
活

用
さ
れ
て
お
ら
ず
、
今
後
Ｐ
Ｒ

活
動
を
積
極
的
に
行
い
、
住
宅

不
足
解
消
に
努
め
て
い
き
た

い
。

住
民
生
活
の
利
便
性

を
高
め
る
政
策
は

　

鬼
志
別
、
知
来
別
間
の
村
道

は
幹
線
道
で
あ
る
国
道
が
災
害

等
で
寸
断
さ
れ
た
場
合
の
迂
回

路
で
あ
り
、
有
事
の
備
え
と
し

て
通
年
開
通
を
図
る
べ
き
で
は

な
い
か
。冬

期
間
は
立
地
条
件
上

気
象
の
影
響
を
受
け
や

す
く
、
冬
期
の
使
用
に
は
適
さ

な
い
状
況
で
あ
り
、
や
む
を
得

ず
通
行
止
め
と
し
て
い
る
。

重
要
な
避
難
経
路

　
　

確
保
を
す
る
べ
き

　

通
年
開
通
に
適
す
る
か
適
さ

な
い
か
の
問
題
で
は
な
く
、
避

難
経
路
の
観
点
か
ら
は
通
年
で

開
通
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
迂

回
路
で
あ
り
、
現
状
で
は
地
域

住
民
の
根
本
的
な
不
安
の
解
消

に
な
ら
な
い
。
通
年
開
通
に
適

し
た
道
路
改
良
も
含
め
検
討
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
知

来
別
小
学
校
で
は
大
津
波
警
報

発
令
で
の
避
難
場
所
に
適
さ
な

い
標
高
で
あ
る
。

津
波
警
報
の
場
合
の
避

難
場
所
は
小
学
校
裏
山

と
水
道
施
設
敷
地
と
な
っ
て
い

る
。
警
報
発
令
の
場
合
は
速
や

か
に
避
難
場
所
へ
避
難
し
て
い

た
だ
く
。冬

期
間
の
避
難
場
所
に

つ
い
て

　

冬
期
間
の
避
難
場
合
は
積
雪

に
よ
っ
て
避
難
が
困
難
で
あ

り
、
そ
の
対
処
は
ど
の
様
に
す

る
の
か
。
別
の
観
点
か
ら
は
役

場
、
病
院
、
商
店
、
企
業
な
ど

生
活
圏
域
へ
の
移
動
経
路
の
役

割
も
あ
る
。

住
民
が
安
全
に
通
行
で

き
る
よ
う
除
雪
体
制
の

構
築
を
検
討
し
、
来
年
度
に
向

け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

村
道
か
ら
道
道
へ

　
　

格
上
に
つ
い
て

　

独
自
で
の
維
持
が
困
難
で
あ

れ
ば
村
道
か
ら
道
道
へ
の
格
上

げ
も
検
討
す
る
べ
き
で
は
な
い

か
。

今
後
十
分
に
協
議
を

し
、
道
へ
要
望
し
て
い

き
た
い
。

問答問

答問

答

問問

問

冬期間住民の命を守る
避難経路を確保すべき

答

問

鬼志別～知来別間の村道

答

答

答

問答
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村政を問う！
一般質問

議員　森　克 彦

移
住
促
進
事
業
に
つ
い

て

　

「
移
住
体
験
ツ
ア
ー
」
や
「
味

覚
ま
る
ご
と
フ
ェ
ア
」
を
開
催

し
て
き
た
が
、
今
年
で
４
年
目

と
な
る
。
当
初
の
国
の
地
域
活

性
化
・
地
域
住
民
生
活
等
緊
急

支
援
交
付
金
か
ら
、
北
海
道
の

地
域
づ
く
り
総
合
交
付
金
、
ふ

る
さ
と
応
援
基
金
の
基
金
取
り

崩
し
へ
と
シ
フ
ト
し
事
業
を
継

続
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
中
、

移
住
促
進
事
業
に
係
る
成
果
が

出
て
い
る
の
か
説
明
を
願
う
。

４
年
度
を
終
了
し
、
総

括
も
含
め
て
説
明
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
。
移
住
促

進
に
係
る
事
業
は
、
事
業
規
模

の
縮
小
や
内
容
変
更
等
し
な
が

ら
継
続
し
て
き
て
い
る
。
成
果

は
、
こ
の
事
業
の
参
加
者
の
う

ち
、
延
べ
16
組
26
名
の
方
に
移

住
体
験
住
宅
を
ご
利
用
い
た
だ

い
て
い
る
。

　

猿
払
村
の
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
ふ
る
さ
と
納

税
の
増
加
や
村
の
知
名
度
ア
ッ

プ
に
繋
が
っ
て
い
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
事
業
に
よ
り
現
在

移
住
し
た
方
は
い
な
い
が
、
交

流
人
口
、
関
係
人
口
の
拡
大
に

結
び
つ
い
て
い
る
と
考
え
て
い

る
。

移
住
者
が
現
れ
な
い
理

由
は

　

移
住
者
の
現
れ
な
い
現
状
を

ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の

か
説
明
を
お
願
い
し
た
い
。

こ
の
４
年
間
で
移
住
体

験
希
望
者
は
数
名
い

た
。
し
か
し
、
こ
ち
ら
で
生
活

す
る
た
め
の
年
収
等
が
合
致
で

き
ず
、
ま
た
、
住
宅
の
確
保
が

難
し
か
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
が

課
題
と
し
て
残
っ
て
い
る
。

将
来
に
向
け
た
住
宅
の

考
え
は

　

浜
鬼
志
別
の
公
園
内
で
は
な

く
、
鬼
志
別
市
街
の
中
な
ど
で

移
住
体
験
も
で
き
る
。
将
来
的

に
は
移
住
し
た
時
に
居
住
で
き

る
住
宅
は
考
え
て
な
い
の
か 

。

空
き
家
の
職
員
住
宅
を

リ
フ
ォ
ー
ム
し
「
移
住

促
進
住
宅
」
と
す
る
こ
と
で
、

移
住
体
験
住
宅
で
は
１
か
月
ま

で
の
利
用
期
間
で
あ
る
が
、
長

期
的
に
利
用
で
き
る
も
の
を
新

年
度
へ
向
け
検
討
し
て
い
る
。

平
成
31
年
度
以
降
の

事
業
実
施
計
画
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
度
以
降
の
事
業
実

施
計
画
に
つ
い
て
、
答
弁
を
願

う
。

来
年
以
降
の
事
業
計
画

は
、
村
内
各
団
体
で
構

成
す
る
移
住
促
進
事
業
実
行
委

員
会
に
お
い
て
、
事
業
効
果
を

検
証
し
、
見
直
し
も
含
め
、
平

成
31
年
度
以
降
の
事
業
展
開
を

図
っ
て
い
き
た
い
。

財
源
に
つ
い
て

　

平
成
31
年
度
以
降
の

財
源
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
か
。移

住
体
験
ツ
ア
ー
は
、

地
域
づ
く
り
総
合
交
付

金
の
事
業
対
象
が
今
年
度
限
り

と
な
る
こ
と
か
ら
、
ふ
る
さ
と

応
援
基
金
を
財
源
と
し
て
い
き

た
い
。

移
住
体
験
ツ
ア
ー

　

移
住
体
験
ツ
ア
ー
の

財
源
を
ふ
る
さ
と
寄
附
金
に
頼

り
、
継
続
す
る
こ
と
に
は
疑
問

を
持
っ
て
い
る
。
寄
付
者
へ
の

還
元
で
あ
る
。
こ
の
事
業
は
や

め
て
、
村
民
の
た
め
有
効
に
使

う
べ
き
で
あ
る
。

　

一
般
住
民
も
こ
の
移
住
体
験

ツ
ア
ー
が
無
駄
だ
と
思
っ
て
い

る
方
が
い
る
。

　

そ
れ
ら
の
こ
と
を
念
頭
に
来

年
度
の
予
算
編
成
を
し
て
い
た

だ
き
た
い
。

移
住
体
験
ツ
ア
ー
は
、

短
期
的
に
結
果
が
出
る

も
の
で
は
な
い
。
中
長
期
的
な

展
望
に
立
ち
、
今
後
の
事
業
展

開
を
考
え
て
い
く
。

問答

問

村長—短期に結果が出るものではないの
で、今後も事業展開を考えていく

移住促進事業の成果と
ふるさと寄附金の使途について問う

答

答 問

答

問答

答 問問

移住体験ツアーの様子
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行

政

報

告

【
寄
附
の
受
納
に
つ
い
て
】

東
川
町

　
　
　
　

高
橋　

孝
二
郎　

様

        　
　

50
万
円

大
進
工
業
株
式
会
社

　

代
表
取
締
役

　
　
　
　

中
居　

寿
裕　
　

様

　
　
　
　
　

 

20
万
円

(
ふ
る
さ
と
寄
附)

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
募
集

９
月
１
日
～
11
月
30
日
ま
で

（
６
２
８
８
件
）

７
８
４
４
万
円

11
月
末
日
の
受
領
総
額

　
　

１
億
１
４
８
６
万
３
千
円

【
救
急
車
両
の
自
損
事
故
に
つ
い
て
】

　

11
月
22
日
、
道
道
稚
内
猿
払

線
に
て
一
般
車
両
の
正
面
衝
突

事
故
が
発
生
し
た
と
の
通
報
を

受
け
、
複
数
名
の
傷
病
者
で
あ

る
こ
と
か
ら
救
急
車
２
台
が
同

時
に
出
動
し
た
が
、
先
頭
車
両

の
救
急
１
号
車
が
自
損
事
故
を

起
こ
し
走
行
不
能
で
あ
る
と
の

緊
急
報
告
が
入
っ
た
。

　

事
故
を
起
こ
し
た
救
急
１
号

車
は
、
凍
結
し
て
い
た
路
面
状

況
を
的
確
に
把
握
で
き
ず
、
ス

リ
ッ
プ
し
た
後
に
路
外
へ
逸
脱

し
、
走
行
方
向
に
向
か
っ
て
左

側
の
防
雪
柵
に
衝
突
し
て
停
車

し
車
両
は
大
き
く
破
損
す
る
状

況
だ
っ
た
。

　

そ
の
後
の
事
故
処
理
に
つ
い

て
は
、
道
路
管
理
者
を
は
じ
め

多
く
の
事
業
所
様
の
ご
協
力
に

よ
り
路
上
へ
引
き
上
げ
、
辛
う

じ
て
自
力
走
行
が
可
能
で
あ
っ

た
た
め
、
自
走
に
て
帰
署
し
た
。

　

今
回
の
事
故
は
、
村
民
の
皆

様
に
対
す
る
多
大
な
信
用
失
墜

行
為
で
あ
り
、
決
し
て
許
さ
れ

る
こ
と
で
は
な
く
、
消
防
職
員

に
は
村
民
の
生
命
と
財
産
を
守

る
と
い
う
責
務
と
使
命
が
課
せ

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
頃

か
ら
の
指
導
・
訓
練
を
更
に
徹

底
し
、
事
故
の
未
然
防
止
に
努

め
る
所
存
で
い
る
。

【
交
通
死
亡
事
故
の
発
生
に
つ
い
て
】

　

11
月
14
日
、
国
道
２
３
８
号

線
の
浜
猿
払
地
区
で
、
稚
内
方

面
か
ら
浜
頓
別
方
面
に
向
か
っ

て
走
行
し
て
い
た
大
型
車
両
が

右
路
外
に
逸
脱
・
転
落
し
、
防

雪
柵
に
衝
突
す
る
単
独
事
故
が

発
生
し
た
。
運
転
し
て
い
た
稚

内
市
の
男
性
が
頭
部
を
強
打
し
、

国
保
病
院
に
搬
送
さ
れ
た
が
、

間
も
な
く
死
亡
が
確
認
さ
れ
た
。　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
19
年
８
月

26
日
の
死
亡
事
故
発
生
以
来
続

い
て
い
た
「
ゼ
ロ
」
期
間
は
、

４
０
９
７
日
を
も
っ
て
ス
ト
ッ

プ
す
る
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
。

　

こ
の
事
故
を
受
け
、
11
月
22

日
に
稚
内
警
察
署
・
道
路
管
理

者
・
稚
内
地
区
安
全
運
転
管
理

者
協
会
・
村
な
ど
に
よ
る
道
路

診
断
を
行
っ
た
。
村
と
し
て
、

今
後
も
「
村
民
は
事
故
に
遭
わ

な
い
、
起
こ
さ
な
い
」
を
合
言

葉
に
、
交
通
安
全
の
推
進
に
努

め
て
い
く
。

条

例

簡
易
水
道
事
業
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

こ
の
た
び
の
改
正
は
、
水
道

料
金
の
引
上
げ
を
行
う
も
の
で

あ
り
、
労
務
費
な
ど
物
価
の
高

騰
や
今
後
見
込
ま
れ
る
施
設
改

修
な
ど
に
備
え
、
適
正
な
受
益

者
負
担
の
観
点
か
ら
見
直
し
を

行
う
も
の
で
あ
る
。

　

料
金
改
定
の
内
容
は
、
基
本

料
金
及
び
超
過
料
金
を
一
律

10
％
引
き
上
げ
る
ほ
か
、
水
道

メ
ー
タ
ー
使
用
料
に
つ
い
て
も
、

更
新
に
係
る
費
用
を
使
用
年
限

で
割
り
返
し
た
額
を
基
本
と
し
、

来
年
４
月
分
か
ら
の
実
施
と
す

る
。

集
落
排
水
施
設
及
び
個
別
排

水
施
設
の
設
置
並
び
に
管
理

に
関
す
る
条
例
の
制
定

　

こ
の
た
び
の
改
正
は
、
下
水

道
料
金
の
引
上
げ
を
行
う
も
の

で
あ
り
、
簡
易
水
道
事
業
と
同

様
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
見
直

し
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

　

料
金
改
定
の
内
容
は
、
基
本

料
金
及
び
超
過
料
金
を
一
律

10
％
引
き
上
げ
る
も
の
で
、
来

年
４
月
分
か
ら
の
実
施
と
す
る

も
の
で
あ
る
。

村
長
等
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

こ
の
た
び
の
改
正
は
、
「
猿
払

村
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
の

内
容
に
準
じ
て
、
村
長
、
副
村

長
及
び
教
育
長
の
期
末
手
当
０
．

05
月
分
を
引
き
上
げ
よ
う
と
す

る
内
容
で
あ
る
。

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

今
回
の
改
正
は
、
平
成
30
年

人
事
院
勧
告
に
伴
う
国
家
公
務

員
の
給
与
改
定
に
準
拠
し
月
例

給
、
勤
勉
手
当
の
改
定
が
主
な

内
容
で
あ
る
。

第４回定例会（12月12～13日）
～こんなことが決まりました～
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給
与
改
定
の
具
体
的
内
容
は
、

民
間
給
与
と
の
較
差(

０
．
16
％)

を
埋
め
る
た
め
、
俸
給
表
の
水

準
を
本
年
４
月
に
遡
っ
て
引
き

上
げ
る
ほ
か
、
勤
勉
手
当
０
．

05
月
分
の
引
上
げ
を
行
う
も
の

で
あ
る
。

議
会
の
議
員
の
議
員
報
酬
及
び

費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

　

こ
の
た
び
の
改
正
は
、
職
員

及
び
村
長
等
の
給
与
条
例
の
一

部
改
正
の
内
容
と
同
様
に
、
議

会
議
員
の
期
末
手
当
０
．
05
月

分
を
引
き
上
げ
よ
う
と
す
る
内

容
で
あ
る
。

宗
谷
北
部
介
護
認
定
審
査
会
共
同
設

置
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
規
約

　

こ
の
た
び
の
規
約
改
正
は
、

宗
谷
北
部
介
護
認
定
審
査
会
の

委
員
の
任
期
を
介
護
保
険
法
施

行
令
の
規
定
に
よ
り
３
年
に
改

正
す
る
こ
と
に
伴
い
、
共
同
設

置
規
約
の
一
部
を
改
正
す
る
た

め
、
地
方
自
治
法
第
２
５
２
条

の
７
第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き

協
議
が
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
同

法
第
２
５
２
条
の
７
第
３
項
の

規
定
に
よ
り
議
会
の
議
決
を
求

め
る
も
の
。

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　

（
第
７
号
）

　

１
６
７
４
万
５
千
円
を
追
加
、

総
額
44
億
５
１
３
４
万
５
千
円
。

本
補
正
の
概
要
は
、
企
業
誘
致

及
び
地
域
企
業
再
生
促
進
事
業

と
し
て
新
製
品
の
製
造
加
工
の

た
め
の
施
設
整
備
奨
励
金
の
新

規
計
上
の
ほ
か
、
職
員
給
与
条

例
等
の
改
正
に
伴
う
給
与
費
の

追
加
計
上
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　

補
正
予
算
（
第
５
号
）

　

86
万
円
を
追
加
、
総
額
３
億

３
５
３
３
万
６
千
円
。

　

本
補
正
の
概
要
は
、
水
質
悪

化
が
続
い
た
こ
と
に
よ
る
施
設

管
理
費
の
追
加
計
上
及
び
道
営

事
業
に
お
い
て
設
計
変
更
が
生

じ
た
こ
と
に
よ
る
負
担
金
の
追

加
計
上
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　

補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

１
４
９
万
１
千
円
を
追
加
、

総
額
２
億
７
１
７
万
３
千
円
。

　

本
補
正
の
概
要
は
、
合
併
処

理
浄
化
槽
等
に
お
け
る
設
備
故

障
に
対
応
す
る
た
め
の
関
連
経

費
の
追
加
計
上
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

（
事
業
勘
定
）
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　

（
第
３
号
）

　
　

54
万
６
千
円
を
追
加
、
総

額
５
億
６
９
６
３
万
６
千
円
。

　

本
補
正
の
概
要
は
、
財
政
調

整
交
付
金
の
確
定
に
伴
う
返
還

金
及
び
保
険
給
付
費
の
追
加
が

主
で
あ
る
。

介
護
保
険
特
別
会
計

（
保
険
事
業
勘
定
）

　
　

補
正
予
算
（
第
２
号
）

　

15
万
３
千
円
を
追
加
、
総
額

２
億
５
３
２
０
万
６
千
円
。

　

本
補
正
の
概
要
は
、
職
員
給

与
条
例
の
改
正
に
伴
う
給
与
費

の
追
加
計
上
。

介
護
保
険
特
別
会
計

（
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘
定
）

　
　
　
　

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

３
４
１
万
８
千
円
を
減
額
、

総
額
１
億
４
４
８
５
万
８
千
円
。

　

本
補
正
の
概
要
は
、
歳
入
で

は
、
前
年
度
実
質
収
支
額
の
確

定
に
伴
う
前
年
度
繰
越
金
の
追

加
計
上
。

歳
出
で
は
、
所
属
職
員
給
与
費

の
減
額
計
上
が
主
な
内
容
で
あ

る
。

国
民
健
康
保
険
病
院
事
業
会
計

　
　
　
　

補
正
予
算
（
第
１
号
）

　

１
３
１
４
万
円
を
減
額
、
総

額
５
億
１
１
７
７
万
７
千
円
。

本
補
正
の
概
要
は
、
支
出
に
お

い
て
は
、
職
員
の
人
事
異
動
等

及
び
職
員
給
与
条
例
改
正
に
伴

う
精
査
に
よ
る
給
与
費
の
減
額
。

　

収
入
で
は
、
患
者
の
減
少
に

よ
る
入
院
収
益
の
減
額
を
行
う

も
の
で
あ
る
。

同

意

案

教
育
委
員
会
委
員

　

浜
鬼
志
別

　
　

桧
物　

誠　

さ
ん

　

任　

期

　
　

平
成
34
年
12
月
28
日
ま
で

陳

情
・

意

見

書

難
病
医
療
費
助
成
制
度
の

改
善
を
求
め
る

　
　
　
　

陳
情
・
意
見
書

【
陳
情
者
】
一
般
社
団
法
人
北
海

道
保
険
医
会

【
内
容
】
難
病
の
方
が
費
用
の
心

配
な
く
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ

う
、
公
費
助
成
や
自
己
負
担
を

な
く
す
こ
と
な
ど
の
意
見
書
を

提
出
し
、
国
に
求
め
る
も
の
。

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、
財

務
大
臣
、
厚
生
労
働
大
臣
、
総

務
大
臣

視

察

の

受

入

大
空
町
議
会
議
員
視
察

　

11
月
７
日
、
大
空
町
よ
り
議

員
７
名
が
来
村
さ
れ
ま
し
た
。

猿
払
村
議
会
の
現
行
定
数
で
の

活
動
へ
の
影
響
の
有
無
や
議
員

の
報
酬
額
の
引
き
上
げ
改
定
が

さ
れ
た
経
緯
、
ま
た
、
こ
れ
ら

へ
の
住
民
の
反
応
な
ど
が
質
問

さ
れ
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
議
員
の
な
り
手
不

足
が
問
題
に
な
っ
て
い
る
今
、

議
員
報
酬
引
き
上
げ
や
定
数
検

討
な
ど
対
策
を
講
じ
て
い
る
自

治
体
が
多
い
こ
と
が
、
現
状
で

あ
り
ま
す
。
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処
分
が
な
さ
れ
る
予
定
で
あ
り

ま
す
が
、
刑
事
処
分
の
結
果
も

含
め
て
処
分
の
量
刑
が
判
定
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
処
分
が
下
る

ま
で
は
相
当
時
間
が
か
か
る
案

件
で
あ
る
と
も
確
認
を
し
て
い

る
。

事
故
者
の
教
員
は
重
要
な
業
務

を
行
っ
て
い
た
が
、
自
宅
謹
慎

に
よ
り
当
分
不
在
と
な
る
間
の

対
応
に
つ
い
て
は
、
拓
心
中
学

校
内
の
教
員
で
そ
の
穴
を
埋

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
業
務
を
多
く

の
教
員
で
カ
バ
ー
し
な
が
ら
対

応
し
、
学
校
運
営
に
与
え
る
影

響
を
最
小
限
度
に
食
い
止
め
る

よ
う
努
力
い
た
だ
い
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。

専

決

処

分

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　

（
第
５
号
）

　

54
万
４
千
円
を
追
加
、
総
額

44
億
２
６
１
４
万
円
。

　

拓
心
中
学
校
野
球
部
の
豊
富

町
及
び
浜
頓
別
町
と
の
合
同

チ
ー
ム
に
よ
る
全
道
大
会
等
へ

の
出
場
が
決
定
し
、
出
場
経
費

に
対
す
る
補
助
金
を
支
出
す
る

必
要
が
生
じ
た
た
め
で
あ
る
。

　

第
３
回
臨
時
会

　

平
成
30
年
第
３
回
臨
時
会

が
、
11
月
６
日
に
開
催
さ
れ
財

産
の
取
得
、
一
般
会
計
・
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
審
議

し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

行

政

報

告

【
拓
心
中
学
校
部
活
動
の
全
道

大
会
出
場
等
に
つ
い
て
】

猿
払
村
・
豊
富
町
・
浜
頓
別
町

合
同
チ
ー
ム

〇
第
10
回
全
日
本
少
年
春
季
軟

式
野
球
稚
内
支
部
大
会
優
勝

全
道
大
会
出
場

〇
第
３
回
道
北
地
区
中
学
校
軟

式
野
球
大
会
新
人
戦
大
会
出
場

【
村
立
学
校
教
職
員
の
事
故
に

つ
い
て
】

拓
心
中
学
校
の
36
歳
の
男
性
教

諭
が
、
私
用
に
て
出
か
け
た
札

幌
市
の
商
業
施
設
内
に
お
い

て
、
北
海
道
迷
惑
行
為
防
止
条

例
違
反
の
容
疑
で
通
常
逮
捕
さ

れ
た
。　

　

事
故
者
の
教
員
に
対
す
る
処

分
は
、
詳
細
な
内
容
を
ま
と
め

た
事
故
報
告
書
を
北
海
道
教
育

委
員
会
へ
提
出
し
た
後
に
懲
戒

補

正

予

算

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　

（
第
６
号
）

　

８
４
６
万
円
を
追
加
、
総
額

44
億
３
４
６
０
万
円
。

　

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
伴

う
停
電
事
故
に
お
け
る
対
応
経

費
と
し
て
の
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
繰
出
金
の
追
加
計
上
。

　

漁
業
被
害
防
止
の
た
め
の
村

内
海
岸
に
お
け
る
漂
着
流
木
の

集
積
処
理
費
の
追
加
計
上
。

　

村
を
被
告
と
し
た
訴
訟
事
件

に
お
け
る
弁
護
士
費
用
の
計

上
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算　

（
第
４
号
）

　

６
８
９
万
７
千
円
を
追
加
、

総
額
３
億
３
４
４
７
万
６
千

円
。

　

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
に
よ

る
大
規
模
停
電
対
応
に
係
る
非

常
用
発
電
機
故
障
の
た
め
、
修

繕
料
と
機
器
リ
ー
ス
料
の
計

上
。

　

災
害
時
の
強
靭
化
の
た
め
自

家
発
電
機
購
入
費
の
計
上
。

　

猿
骨
地
区
配
水
管
移
設
工
事

に
つ
い
て
は
、
国
道
防
雪
柵
設

置
工
事
に
お
い
て
配
水
管
の
移

設
を
行
う
工
事
費
の
計
上
。

第
１
回
臨
時
会

　

平
成
31
年
第
１
回
臨
時
会

が
、
１
月
16
日
に
開
催
さ
れ
財

産
の
取
得
、
一
般
会
計
・
特
別

会
計
補
正
予
算
に
つ
い
て
審
議

し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

行

政

報

告

【
寄
附
の
受
納
に
つ
い
て
】

（
一
般
寄
附
）

猿
払
村
漁
業
協
同
組
合 

代
表
理
事
組
合
長 

　
　
　
　

 　

安
田 

順
一　

様

　
　
　
　
　
　

３
０
０
０
万
円

株
式
会
社
稚
商

代
表
取
締
役 

米
本 

正
樹　

様

宝
く
じ
１
０
０
枚
及
び
10
万
円

国
土
開
発
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役 

安
田 

正
一　

様

　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

（
ふ
る
さ
と
寄
附
）

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
募
集

12
月
１
日
～
31
日
ま
で

（
８
１
８
８
件
）９

３
６
９
万
７
円

12
月
末
日
の
受
領
総
額

　
　
　

２
億
８
５
６
万
１
千
円

専

決

処

分

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　

（
第
８
号
）

　

64
万
８
千
円
を
追
加
、
総
額

44
億
５
１
９
９
万
３
千
円
。

　

ふ
る
さ
と
の
家
に
設
置
し
て

い
る
厨
房
機
器
が
故
障
し
、
早

急
に
更
新
を
行
う
必
要
が
生
じ

た
た
め
で
あ
る
。

補

正

予

算

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　

（
第
９
号
）

　

１
億
９
３
１
０
万
円
を
追
加
、

総
額
46
億
４
５
０
９
万
３
千

円
。

　

ふ
る
さ
と
寄
附
金
の
増
収
に

伴
う
関
連
経
費
の
追
加
計
上
。

　

水
産
振
興
基
金
積
立
金
の
新

規
計
上
。
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～平成 30年 ( １年間 )の委員会開催状況について～

議
会
の
う
ご
き

11　

月

２
日　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
事
業
範
囲

見
直
し
説
明
会

　
　
　

（
旭
川
市
）

３
日　

猿
払
村
表
彰
式

６
日　

第
３
回
臨
時
会

　
　
　

第
７
回
総
務
経
済
常
任

委
員
会

７
日　

大
空
町
議
会
運
営
委
員

会
視
察

９
日　

長
寿
を
祝
う
会

13
日　

監
査
補
助
職
員
研
修
会

　
　
　

（
札
幌
市
）

14
日　

監
査
委
員
・
監
査
補
助

職
員
研
修
会

　
　
　

（
札
幌
市
）

18
日　

自
民
党
移
動
政
調
会       

（
稚
内
市
）

20
～
25
日　

第
62
回
町
村
議
会

議
長
全
国
大
会
・
行
政

調
査
（
東
京
都
等
）

22
日　

例
月
現
金
出
納
検
査

27
日　

行
政
監
査

30
日　

第
８
回
総
務
経
済
常
任

委
員
会

12　

月

６
日　

Ｉ
Ｏ
Ｔ
推
進
構
想
策
定

の
た
め
の
意
見
交
換
会

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

12
～
13
日　

第
４
回
定
例
会

19
日　

宗
谷
町
村
議
会
議
長
会

決
算
監
査

21
日　

稚
内
地
区
消
防
事
務
組

合
議
会
（
稚
内
市
）

25
日　

例
月
現
金
出
納
検
査

１　

月

３
日　

成
人
式

５
日   

名
寄
駐
屯
地
新
年
交
礼

会
（
名
寄
市
）

６
日　

消
防
出
初
式

16
日　

第
１
回
臨
時
会

22
日　

宗
谷
町
村
議
会
議
長
会

定
期
総
会
及
び
意
見
交

換
会
（
稚
内
市
）

25
日　

例
月
現
金
出
納
検
査

30
日　

初
議
会
の
進
め
方
等
に

係
る
研
修
会

　
　
　

（
札
幌
市
）

２　

月

５
日　

定
例
監
査

８
日　

ふ
れ
あ
い
学
級
参
加

　
　
　

（
第
３
回
高
齢
者
と
議

員
と
の
ふ
れ
あ
い
ひ
ろ

ば
）

13
日　

第
１
回
総
務
経
済
常
任

委
員
会

20
日　

監
査
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
研
修

会

21
日　

北
海
道
町
村
等
監
査
委

員
協
議
会
第
72
回
定
例

大
会

　
　
　

平
成
30
年
度
定
期
総
会

　
　
　

（
札
幌
市
）

25
日　

北
海
道
町
村
議
会
議
長

会
70
周
年
記
念
式
典

　
　
　

（
札
幌
市
）

28
日　

例
月
現
金
出
納
検
査

【総務経済常任委員会】

　村政全般に関する事務の調査及び議案、請願、陳情等について

審査や調査を行います。

・２月８日　平成30年度当初予算（案）概要説明について

・２月19日　ホテルさるふつふるさとの家指定管理について

・６月20日　道内先進事業施設等視察について／陳情案件につい

て

・６月27日　猿払村奨学資金貸付制度（案）について／猿払村奨

学資金償還支援助成金制度（案）について／天北地

域生活交通確保対策協議会の経過等について

・７月31日　猿払村奨学資金貸付制度（案）について／猿払村奨

学資金償還支援助成金制度（案）について／村内行

政視察について

・８月27日　猿払村産業振興住宅奨励金制度の創設について／意

見書案件について、陳情案件について

・11月６日　上下水道料金の改正について／村内行政視察につい

て

・11月30日　平成30年度一般会計補正予算（第７号）／意見書案

件について

【議会運営委員会】

・２月28日　第１回定例会について

・６月20日　第２回定例会について

・９月６日　第３回定例会について

・12月６日　第４回定例会について

【予算審査特別委員会】

・３月７、８日 新年度予算の審査

【決算審査特別委員会】

・９月13日 

　平成29年度歳入歳出決算の審査

【議員報酬・議会改革等検討特別委員会】

・２月１日　ふれあい学級について

・２月28日　高齢者と議員とのふれあい

ひろば総括について

【議会広報特別委員会】

・２月19日　152号の編集

・５月９日　153号の編集

・８月27日　154号の編集

・11月６日   155号の編集
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～みんなの村政です～

議会を傍聴してみませんか
村議会は、村の予算や身近な問題について話し合う大切な会議の場です。

●お問い合わせは、議会事務局へお気軽にお尋ね下さい。

★村民インタビュー取材協力者も募集中です★ 【電話 2－3366】

この用紙は再生紙を使用しています。
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あなたの声を

村議会に

聞かせてください

第８回

　
第
８
回
目
は
、
知
来
別
に
お
住
ま
い
の
佐
藤
さ

ん
ご
家
族
で
す
。

　
康
人
さ
ん
は
漁
業
に
従
事
さ
れ
、
紗
都
さ
ん
は

猿
払
村
に
就
職
し
、
そ
の
後
、
康
人
さ
ん
と
ご
結

婚
さ
れ
ま
し
た
。

―

猿
払
村
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
？

　周
り
の
方
々
の
お
か
げ
で
、
何
不
自
由
な
く
生

活
が
出
来
て
い
る
の
で
、
不
満
は
今
の
と
こ
ろ
な

い
で
す
。

―

猿
払
村
に
「
住
み
や
す
い
」
と
感
じ
る
と
こ
ろ
、

「
魅
力
」
に
感
じ
る
と
こ
ろ
は
ど
の
よ
う
な
と
こ

ろ
で
す
か
？

　
住
み
や
す
い
と
こ
ろ
は
、
子
供
が
生
ま
れ
て
か

ら
予
防
接
種
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
保
健
師
さ
ん
が

１
年
分
立
て
て
く
れ
る
ん
で
す
よ
ね
。
ほ
か
の
地

域
は
自
分
で
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
な
け
れ
ば
い

け
な
い
ん
で
す
け
ど
、
村
が
立
て
て
く
れ
る
し
、

子
供
達
に
対
す
る
い
ろ
い
ろ
な
対
応
が
す
ご
く
良

い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
日
常
生
活
の
部
分
で
は
、
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
も

あ
り
ま
す
し
、Ｑ
マ
ー
ト
も
あ
る
の
で
、
不
便
は

感
じ
て
い
な
い
で
す
。

―

猿
払
村
の
「
住
み
づ
ら
い
」
と
感
じ
る
と
こ

ろ
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
か
？

　
小
児
科
が
あ
れ
ば
な
と
思
い
ま
す
。
子
供
に
離

乳
食
を
や
っ
て
い
て
、
ア
レ
ル
ギ
ー
の
こ
と
も
考

え
た
ら
、
夜
に
な
に
か
あ
っ
て
も
、
稚
内
に
行
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
吹
雪
い
て
い
た
ら
ど

う
し
よ
う
か
と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
妊
婦
さ

ん
に
な
に
か
あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
救
急
車
を
呼
ん

で
も
、
村
国
保
病
院
に
１
度
行
か
な
い
と
い
け
な

い
の
で
、
そ
こ
で
時
間
の
ロ
ス
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
し
た
。

―

こ
れ
か
ら
の
猿
払
村
に
望
む
と
こ
ろ
、
充
実

し
て
ほ
し
い
施
設
（
こ
ん
な
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
が

ほ
し
い
）
な
ど
あ
り
ま
す
か
？

　
独
身
寮
を
ほ
か
の
地
域
か
ら
就
職
に
来
る
人
の

た
め
に
も
、
建
て
替
え
た
ほ
う
が
い
い
の
か
な
と

思
い
ま
す
。
も
う
か
な
り
建
っ
て
か
ら
何
十
年
と

経
過
し
て
、
と
く
に
女
の
子
が
住
む
と
な
る
と
大

変
な
の
か
と
思
い
ま
す
。
雪
が
降
る
と
日
が
入
ら

な
い
の
で
、
玄
関
の
と
こ
ろ
が
ツ
ル
ツ
ル
に
な
っ

て
し
ま
い
、
危
な
い
な
と
感
じ
ま
し
た
。

　
住
民
課
の
手
続
き
な
ど
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

で
き
れ
ば
便
利
だ
な
と
思
い
ま
し
た
。

―

貴
重
な
ご
意
見
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

議員

第８回
議員  太田　宏司

鬼志別 南町

　
平
成
も
あ
と
わ
ず
か
、
５
月
１
日
か
ら
元
号
が
変
わ
り

ま
す
。
新
し
い
時
代
が
私
た
ち
の
住
む
猿
払
村
に
よ
り
良

き
時
代
で
あ
る
様
に
願
う
と
こ
ろ
で
す
。

　
１
月
６
日
、
全
国
各
地
で
消
防
出
初
式
が
行
わ
れ
、
本

村
で
も
猿
払
消
防
団
員
が
参
加
し
、
行
わ
れ
ま
し
た
。
全

国
の
消
防
団
で
は
、
団
員
数
の
減
少
と
平
均
年
齢
の
上
昇

が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
猿
払
消
防
団
で
は
若
い
団

員
も
多
く
見
か
け
ら
れ
、
頼
も
し
い
限
り
で
す
。
団
員
の

方
々
は
、
火
災
発
生
時
の
消
火
活
動
だ
け
で
は
な
く
、
平

常
時
よ
り
車
両
・
機
材
の
点
検
、
ポ
ン
プ
操
作
等
の
訓
練

を
行
い
、
災
害
発
生
時
に
迅
速
に
出
動
し
被
害
を
最
小
限

度
に
食
い
止
め
ら
れ
る
よ
う
備
え
て
お
ら
れ
ま
す
。

　
分
団
の
構
成
員
の
皆
さ
ん
は
、
普
段
各
自
の
仕
事
を
こ

な
し
た
上
で
の
活
動
と
な
り
、
本
当
に
大
変
な
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　
言
う
ま
で
も
な
く
各
分
団
員
は
、
地
域
の
住
民
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
付
近
の
状
況
や
地
域
の
実
情
に

明
る
い
方
々
で
あ
る
の
が
大
き
な
強
み
で
、
災
害
の
被
害

を
最
小
限
度
に
抑
え
る
為
に
は
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い

存
在
で
す
。

各
地
で
異
常
気
象
に
よ
る
災
害
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
団

員
の
皆
さ
ん
の
負
担
が
益
々
多
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
彼
ら
の
存
在
と
そ
の
活
動
を
、
地
域
・
住
民
・
行

政
は
一
丸
と
な
り
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

■インタビュアー

　広報特別委員会委員長　山森 清志

知来別

佐 藤 康 人 さん（34）ご家族

　 妻　 紗　都 さん（23）

　長女　 幹華  ちゃん（１）

委員会室・議員控え室・議場を見学

されました。
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